
５　今年度の重点課題　（学校アクションプラン）

重 点 項 目

重 点 課 題

現 状

重 点 項 目

重 点 課 題

現 状

方 策

・互見授業を通して、個々の学力や進度に応じた教
材について研究開発を進める。また、授業方法の改
善や工夫に生かした点を共有し、授業力の向上に生
かす。
・ワークシート等を用いて、生徒の理解度を把握
し、授業改善につなげる。
・授業アンケート(７月・12月)を実施し、生徒の実
態を把握する。
・ＩＣＴの利用が適している場面では、積極的に活
用し、理解や思考の深まりを促す。

・授業アンケート(７月・12月)を実施し、生徒の
学習における工夫点や実態を把握する。また記述
式の設問を設定し、どのように学習に取り組んだ
かを具体的に把握し、改善点等を助言していく。
・担任による個別面接等で生徒の学習の取り組み
状況を把握し、進路目標と絡めて主体的に学ぶ意
欲を喚起する。
・具体的な進路目標をもたせられるよう学年や進
路指導部と連携をし、自分に合った学習の進め方
を考えさせ、計画的に学習に取り組ませる。
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（１ 学習活動）学習活動

教科指導方法の改善と基礎学力の定着・充実

・与えられた課題に真面目に取り組んでいる生徒がいる一方で、自身の進路に対する具体的な
目標を明確に持てないため、学習意欲が低く、家庭学習時間が十分に確保できていない生徒も
いる。また、予習・復習にかける時間に個人差があり、基礎学力が十分に定着していない生徒
が多い。
・教員間での互見授業や生徒に対して授業アンケートを行い、校内外の教員や生徒からの評価
をもとに、各教員で授業改善に取り組んでいる。

達 成 目 標

①授業力の向上
　ア　互見授業参加回数が年２回以上の教員の
　　　割合
　イ　授業の工夫点や改善点の共有

②学習内容の定着、学習実態の改善
　ア　学習内容を理解するために自分なりに工
　　　夫している生徒の割合
　イ　学習にどのように取り組んだかの把握

ア：７０％以上 ア：７０％以上

　（評価基準　A:達成した　B:ほぼ達成した　C:あまり達成できなかった　D:達成できなかった）

達 成 目 標

①遅刻０回の人数　各学年８２名以上
　       　　　　 全体の７５％以上

②１日平均利用時間 2時間未満…60％
  睡眠時間確保のため,23時以降使用しない.…70％
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（２ 学校生活）規範意識の向上と保健指導 

①遅刻者数の減少
②スマートフォン等、端末機器の節度ある使用 ③防災意識を高める

①Ｒ６年度遅刻０回の人数
1学年　78名/118名【66％】　6回以上7名（5％）
2学年　76名/102名【74％】　6回以上3名（2％）
3学年　94名/139名【67％】　6回以上8名（5％）
全体 248名/359名【69％】
②スマートフォン等の利用に関する調査
　から下記のような結果がみられた。
・1日（平日）の平均利用時間
　3時間未満…42％（5時間以上18％）
・何時まで利用しているか？
　23時以降…54%（朝3時まで使用…3％）

・能登半島地震では富山県も地震とは無縁ではな
いことを実感した。また近年、以前は考えられな
かった自然災害も起こっている。保健委員会での
アンケートでは、災害時に役立つ情報を知りた
がっている生徒が多くいた。

・災害への備えに関する意識を高める。
・災害への備えに関する知識を得て、身の安全
を図れるようになる。

　（評価基準　A:達成した　B:ほぼ達成した　C:あまり達成できなかった　D:達成できなかった）

方 策

・アンケートを年２回実施し、自分の生活を振り
かえることで、災害時への備えについて考える機
会とする。
・「保健だより」や生徒保健委員会で、ＩＣＴを
活用し、災害時に役立つ情報を発信し、防災への
知識と理解を深める。また、万が一の時に実際に
身の安全を図る行動をとれるような土壌作りをす
る。

①毎朝正門前に立ち、生徒への声かけや登校の様子
等を観察するとともに、特に時間ぎりぎりに登校し
てくる生徒に対しては、声かけ指導及び各学年には
教室前廊下に立っていただき、声かけ指導等を行っ
てもらう。また、遅刻２回の生徒に対しては学年と
協力して面談等を実施し、原因を振り返らせるとと
もに、改善策を立て、生活習慣の見直しを促す。但
し、遅刻や欠席の原因として、メンタル不調が認め
られる場合は保健厚生部と連携し、対応にあたるこ
ととする。
②全校集会やＨＲ、ﾈｯﾄﾄﾗﾌﾞﾙ防止教室等を利用し、
ｽﾏｰﾄﾌｫﾝの正しい使い方や長時間使用による健康被
害や危険性等について周知する。また、生徒会や風
紀委員会にｽﾏﾎ使用ﾙｰﾙ等について話し合いを持って
もらうことで、ｽﾏｰﾄﾌｫﾝ等端末機器との向き合い方
についての啓発活動につなげる。
ｱﾝｹｰﾄを実施し、使用状況を確認する。



重 点 項 目

重 点 課 題

現 状

重 点 項 目

重 点 課 題

現 状
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（３ 進路支援）希望する進路の実現に向かう力を育む

進路意識の向上と進路支援の充実

・社会とのかかわりの中で自己を見つめ、自らの進路を主体的に考えようという意識が希薄で
ある。
・進路実現に向け、向上心を持って粘り強く挑戦する姿勢が不十分な生徒が見られる。

達 成 目 標

① 面談の充実

面談を通して「自己理解が深まった」、「自ら
の進路を主体的に考えるために役立った」と考
える生徒の割合

② 自らの進路選択に対する満足度

卒業時に「自らの進路選択に満足している」と
感じる生徒の割合

８０％以上 ８０％以上

方 策

・担任との面談の機会を重視し、進路希望調
査、学習実態調査や成績、参加した行事の振り
返り等を継続的、有機的に結びつける。
・必要に応じて教科担当者との面談を設定する
など、生徒の自己理解を深めるために全教職員
で連携する。
・面談を重ねることにより、進路意識を向上さ
せ、学習習慣の確立や生活習慣の改善を促し、
自ら希望する進路の実現に向けて粘り強く挑戦
する姿勢を育てる。

・総合的な探究の時間を有効に使い、進路ガイ
ダンス、校外進路学習、職業人講話、立山町企
業見学、インターンシップなどを行うことによ
り、自己理解・社会理解を深めるようにする。
・オープンキャンパス、学校説明会、職場見学
など、生徒が自らの進路を主体的に考えるため
に必要な情報の収集ができる環境を整える。
・一人一人の生徒の実態や希望を踏まえて、全
教職員の理解と協力のもと、進路実現に向けて
一斉指導や個別指導を行う。
・資格取得に対する生徒の意識を高める。
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（４ 特別活動）特別活動および図書指導の充実

ボランティア活動の充実および読書習慣の確立

・生徒会からの呼びかけによる校内ボランティ
アや地域でのボランティアに参加する生徒が一
定数いる。昨年のボランティア参加者のべ人数
は、５７８人であった。
・ボランティアに参加した生徒は、他学年の生
徒と一緒に協力しながら、自分が学校や地域で
役立っている喜びを感じており、また参加した
いと感じている生徒が８６．９％いる。複数回
参加する生徒もいるが、活動に消極的な生徒も
４割以上いる。

・読書好きの生徒がいる一方で、全体として図
書に対する興味・関心は低い傾向にある。その
ため、ＨＲや授業での図書室の利用を除くと、
自発的に図書室を利用するのは一部の特定の生
徒である。昼休みや放課後に図書室を開放し、
図書委員が中心となって図書の貸し出しを行っ
ているが、来館人数は一日平均１２人程度、図
書の貸し出しは一人平均２冊で、生徒全体には
広がっていない。

達 成 目 標
①校内外のボランティアに参加したのべ人数 ②一日当たりの平均図書室利用者数

６００人以上 １２人以上

方 策

・生徒会から、ポスターや校内放送で、どんな
活動をするのかがわかるように発信し、未経験
の生徒にも見通しがもてるようにするととも
に、ボランティアに参加してよかったという生
徒の声を発信する。
・生徒会が企画するボランティアや、地域での
ボランティア参加を、参加する機会を多く設定
する。
・ボランティア活動参加人数の把握に加え、ボ
ランティア活動に参加してよかったことをアン
ケート調査する。

・図書室の利用者総数とクラス別の図書貸出総
数を掲示する。
・図書委員会の活動の活性化を図り、図書委員
のアイディアを積極的に生かし、図書選定を
行ったり特集コーナーを設けたりし、読書の魅
力をアピールする。
・授業やＨＲでの図書室活用を促進し、読書へ
のきっかけを拡大していく。また資料となる書
籍や検定・小論文対策の書籍・資料コーナーを
充実させ、生徒が活用しやすいよう工夫する。
・アンケートを実施し、図書室の利用や読書に
対する意識の実態を把握し、意識の向上につな
げる。

　（評価基準　A:達成した　B:ほぼ達成した　C:あまり達成できなかった　D:達成できなかった）

　（評価基準　A:達成した　B:ほぼ達成した　C:あまり達成できなかった　D:達成できなかった）



重 点 項 目

重 点 課 題

現 状

合格率
(受検者数に
対する割合)

取得率
(在籍者数に
対する割合)

３･
２級

食物調理
被服製作

100%
100%

100%
100%

準１級

食物調理
被服製作(洋服）
   〃   (和服）

 90%
 80%
 90%

 90%
 80%
 25%

１級
食物調理
被服製作(洋服）
   〃   (和服）

 85%
 85%
 85%

 28%
 31%
 31%

※準１級（和服）、１級は選択者が受検している。
※前年度までの実績と今年度の生徒の実態をふま
え、検定ごとに目標を設定した。
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（５ その他）専門科目(家庭)の学習指導の充実

方 策
・家庭科技術検定合格に必要な学習指導、実技
指導の徹底を図る。

・専門科目全般の学習指導および体験的総合的
な学習の充実を図る。

　（評価基準　A:達成した　B:ほぼ達成した　C:あまり達成できなかった　D:達成できなかった）

専門科目の基礎的、基本的な知識と技術の習得を図るとともに、生活文化科での学びに対する
達成感や充実感を高める。

・家庭や地域における生活体験の希薄化により、家庭に関する基礎・基本からの学習が必要で
あり、自分に自信がなく、より専門的な資格取得に挑戦しようする気持ちを持てない生徒が増
えている。

達 成 目 標

①家庭科技術検定における合格率・取得率 ②卒業時における生活文化科に対する満足度と
して、３学年生徒へのアンケートを実施し、生
活文化科で学んで「よかった」と答えた生徒の
割合　90％以上

　記述式項目で、専門科目の学習で身につけた
ことや成長したことを回答することができてい
る。


